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1 飛騨 議題１

広い飛騨圏域においては地理的条件が重要である。岐阜市から高山市は高
速道路で近いかもしれないが、金山町から高山市は遠い。飛騨のそのような
場所にも高速道路が設置してもらえればいいのだが、その点についても考慮
していただきたい。

厚労省から地理的要件の緩和等の提示を受けた場合、県の裁量でどこまで
対応出来るのか鑑みながら対応していきたい。

2 飛騨 議題１
　同じ機能の２つの病院が互いに切磋琢磨しており、その住民サービスを統
合する事は独占企業になるため、市民に対する影響が心配である。

　厚労省は診療実績データについて、機械的に作業を実施しているはず。厚
労省のデータの見直しに関して、診療実績のデータの地理的要件等を鑑み、
人口実績の現在の状況と2025年の状況を踏まえて、今後会議の中で議論し結
果を反映させていく。

3 飛騨 議題１

　公立・公的医療機関の役割について、飛騨圏域はほとんどが、公立・公的
医療機関である。病院がかかりつけ医としての役割、医療機能を持たざるを
得ない圏域だと考える必要がある。地域医療構想において都会の医療機関ば
かりではなく地方の事情も考慮して考える必要がある。経皮的冠動脈形成術
等において、地域医療対策協議会で１つの医療機関で処置したほうが効率的
だという意見が出たが、将来的には飛騨圏域においては医療の提供ができな
くなる危険性があるので、医師の偏在という観点から個々の医療機関だけで
なく行政においても対応をお願いしたい。

　飛騨圏域の特性として、公的・公立の医療機関において医療の全てを担っ
ているという事情は理解している。国は器械的にデータを分析していると思
われるため、地域の実情を踏まえた協議をしていく。

4 飛騨 議題１
　人生１００歳時代という、２０４０年に１００歳寿命になる統計数値か出
ているにも関わらず、６５歳で区切り集計した統計は、信頼性にかける。

　県としては、独自のデータで示していきたい。国としては患者の動向で
あったり、社会保障の観点からもデータを出しており、医療提供体制と社会
保障体制と混乱しているようなデータが出ていると思われる。県として地域
医療構想は、医療提供体制をベースとしてデータを提供していきたい。

5 飛騨 議題３
　医師の偏在対策について、医師不足が１０数年改善されない中、地域枠で
の医師確保を推進しているが、具体的な医師の動かし方を聞かせて頂きた
い。

　将来的な医師確保として、地域医療コースを設定するなど修学資金制度の
見直しを行ったが、短期的な医師確保としては地域枠医師の派遣調整をコン
ソーシアムで行っている。地域枠の人事権は県にはなく、医局との関係も
あって、強制的に医師不足へ派遣することはできない。岐阜圏域以外へ派遣
するよう医局との調整を強化していくことが必要と考えている。

6 飛騨 議題３

　資料３－２の主たる診療科別医師数は、内科、外科、整形外科の順で医師
数が多いが、元々これらの診療科は患者数が多く、それを考慮して数値化し
ないと違和感がある。厚労省のデータでは外科以外は減少している。資料３
－１の医師少数区域等で勤務した医師を評価する制度はうまく活用して頂き
たい。自治医大を出るとへき地へ行かされるが、へき地医療は総合診療力等
キャリアが積めるため、今回初めて価値を認められた。上手に利用していた
だきたい。県立病院同士は、互いに不足を補完しているので、是非医師確保
の為推進して頂きたい。
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7 飛騨 議題３

　医師数の計算方法が変わり、高齢医師も算定されることになった。１０万
人あたりの医師数は、岐阜圏域が一番高く、次が飛騨圏域ということがずっ
と続いていたが、今では一番少なくなっている。飛騨圏域は医師を増やす一
方で、地域医療構想の中で、急性期等の病床数が多いため減らす方策を考え
ており、医師数を増加させたくても勤務する病院がない。指標の計算式は、
若い医師のいる圏域は数値が高くなり、高齢の医者がいる圏域では数値が低
くなるようになっている。医師不足の実態と整合性が取れない。実際、医師
不足の為、今まで行われてきた地域完結型医療を施す事ができず、他の圏域
に患者が流れている。これらの実態を踏まえて、数値を上手く活用して、地
域医療構想等調整会議でしっかりと議論して対策を講じて頂きたい。

8 飛騨 議題３ 　なぜ医師偏在指標は暫定値となっているのか。
　今年の６月までに患者の流出入調整を必要に応じて都道府県間で行うこと
となっているため。

9 飛騨 議題３
　医師の派遣等を協議するのは、この調整会議なのか、他の会議なのか。地
域枠の医師を想定しているようだが、他の医師は想定しているのか。

　派遣を協議する場としては、地域医療対策協議会やその下の４つのワーキ
ングである、専門医、臨床研修、へき地、コンソーシアムが国から示されて
いる。その中でもコンソーシアムを考えている。コンソーシアムでは地域枠
の配置が中心となり、医局との兼ね合いもあり決定は難しい。医局との調整
等は検討中であり、地域枠以外の医師については、県の補助金や医師派遣の
補助金等を活用したいと考えている。

10 飛騨 議題４
　５つの医療機器は医療機器共同利用の計画を立てないと購入できないの
か。

　医療機器を効率的に利用する為、医療機器を購入する際は、共同利用計画
を作成又は共同利用を行わない場合は、その理由の確認をするようにした
い。

11 飛騨 議題４

　医療機器を共同利用するため補助金が減るのであれば納得できる。補助金
も無いのに、このような計画にするのはどうなのか。へき地医療の補助金を
もらうために何年も待っている。医療機器の共同利用、計画等を提出してい
るのに、自院のお金で医療機器を購入するのに規制するのはおかしい。

　規制ではなく、計画を作成しない場合や医療機器を共同利用しないからと
いって罰則的な意味ではなく、医療機器を共同利用出来るように検討して、
地域で情報を共有する事で関係者皆さんが広く知るという意味合いが強い。
強制という意味ではない。新規開業の方々に地域の状況を知ってもらう。国
の方としては、医療機器購入台数、使用台数等欧米に比べると少ないという
ことから医療機器の効率的活用について考えていきたい。

12 飛騨 議題４

　国は、医療機器に関して制限を設けているのに、医師派遣等に関しては実
際にできてない。外来医療計画は、職業選択の自由に関わるものであるた
め、外部に言われるものではない。飛騨圏域に若い医師が来ないのは、医療
環境に対する不安があるため。地域医療構想を継続する限り若い医師は来な
い。若い人は、大きい病院や患者が増えてくる病院へ行きたいはず。対策を
立てようと地域医療構想等調整会議に参加するほど、若い医師は来ない。
ベッド数が多いため減らす。患者も減る。医療がだんだんできなくなる。結
果若い医師は来ない。地域医療構想は医師の適切な配置が狙いであるのに、
調整会議をするほど若い医師が来ない圏域になる。大学の医局もこのような
地域に派遣はしない。将来若い医師が定着出来る環境を整えていく事が必要
である。県だけでなく委員の全員で作っていくことが重要。
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13 飛騨 議題４

　若い医師に来ていただくためには、魅力ある医療機関にしなくてはいけな
い。短期的なものとしては、新しい医療機器があるだけでもつながってくる
と思う。教育等に関しては医療関係者が実施するため、その他の面において
ご配慮いただきたい。

14 飛騨 議題４

　地域医療構想調整会議は、限りある医療資源をどのように適正に配置する
かを調整する会議であると認識している。設備や病床数は、リプレイしてい
く観点を持ち会議を進めていく必要がある。限りある医療資源を支えている
のは、公費であり保険料である。

15 飛騨 議題４

　飛騨圏域は他の圏域と比べて人口密度が低い。岐阜圏域等と比べて遠隔地
から患者が来る。そのような患者は医療機関へのアクセスが悪いため、重症
化している方が多い。東京や岐阜市等、地域によって医療への受診体制は異
なるため、単純な経済的観点だけで考えるのは難しい。理解はできるが患者
のことをまず考えていただきたい。

16 飛騨 議題４
　ＣＴ・ＭＲＩ・ＰＥＴ・放射線治療・マンモグラフィーは、それぞれ役割
に違いがある。ＣＴやＭＲＩは緊急性が高く、ＰＥＴ、マンモグラフィー、
放射線治療は緊急性が低い。ＣＴ、ＭＲＩについては、共同利用が難しい。

　参考にさせて頂きたい。

17 飛騨 議題４

　飛騨圏域は、医療の提供を受けるのに比較的遠隔地へ出かけることが多
い。そのため医療費の保険負担の他に、交通費等の負担もかかり時間的、経
済的負担を軽減する為に、高山赤十字病院と連携し医療を提供している。医
療は、地域の人に対するサービスであり、医療機関が儲けの観点で医療を提
供してはいけない。現時点で共同でできることは協力しながらやっている。

18 飛騨
アドバ
イザー
講評

　病院での外来患者数が多すぎる。病院の本来の機能は入院であり、外来に
力が注がれるのは違う。それについて、飛騨圏域全体で考えるべき。働き方
改革や医師の偏在は行政の仕事。医師同士で協議しても解決しない。補助金
等を活用して、インセンティブを生むしかないと思う。そのようなことを飛
騨圏域から意見を出していただきたい。


